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研究成果の概要（和文）：英語学習支援システムの様々な効用の中でもインターネットで配信される英語話者向
けの素材を用いての実践的な学習よる学習効果の高さは注目に値する。しかし、インターネットなどを通じて配
信される素材は教材と異なり学習者への適正さが不明であり、学習効果の低下を招く恐れがある。また、これら
の素材には学習者の問題点を検出するための設問などが準備されていない等の問題がある。そこで、実用的な素
材を用いての英語学習支援システムによる学習支援効果を高めるべく、本研究は（１）素材の難易度を推定する
技術、（２）学習者の言語運用を評価する技術の開発を行った。

研究成果の概要（英文）：Computer-assisted language learning has brought effective language learning 
by using the internet as learning material resource. However, the use of materials on the internet 
could lead to the decrease of learning motivation due to the inappropriate, uncontrolled difficulty 
of materials, unlike materials on textbooks. In addition, materials on the internet have no 
questionnaires to identify learners’ problems. Thus, this study aimed to improve the effects of 
computer-assisted language learning. The purpose of this study was to develop (a) evaluation 
techniques for the difficulty of materials, and (b) evaluation techniques for learners' proficiency.
 

研究分野：教育工学、言語学
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１．研究開始当初の背景 
  国際化が進み、国内の大学生には専攻分野
に関係なく「読む、書く、聴く、話す」の四
技能の英語能力が必要とされていた。しかし、
多くの大学新入生の英語能力が中学生程度
との報告［1］があるように、大学生の英語
学習のより一層の効果促進・効率化が必須で
あった。このような課題への解決策として、
学習者が実際にインターネットを通じ英語
を運用する機会を自学自習の環境として提
供できるなどの理由から、英語学習支援シス
テムの導入が注目されていた［2］。 
  英語学習支援システムの教材としてイン
ターネットで配信されるニュースなどの素
材を利用する場合、問題集などの教材を利用
する場合と異なり、学習者には素材の難易度
は不明であり、また、どのような語彙や文法
を適切に使えなかったかは判断できなかっ
た。そこで、素材の難易度を自動的に推定す
る技術（以下、推定技術）と未習得要素を自
動的に検出する技術（以下、検出技術)が必
要であった。推定・検出技術の開発手法とし
て、学習者の英語の運用を分析するためのデ
ータベース（学習者コーパス）を用いた、多
変量解析などの統計的分析による推定・検出
手法［3,4］があった。学習者コーパスに基
づく開発手法の利点は、学習者コーパスとし
てデータ収集することで、どのような教材、
学習者にも対応できる点であった。一方で、
この開発手法の課題は、読解コーパスや聴解
コーパスの作成が容易でなかったため、対象
が作文と発話に限定されてきたことであっ
た。 
  こうした研究動向を踏まえ、学習者四技能
コーパスに基づく推定・検出技術の研究を位
置づけ、本研究開始まで、書き言葉（読解・
作文）処理の研究を行い、書き言葉（読解・
作文）を対象に 200 名規模の学習者コーパス
に基づく推定・検出技術の研究［5,6,7］に
取り組みを終えていた。そして、推定・検出
技術において統計的分析（重回帰分析やサポ
ートベクターマシン（機械学習）など）に有
用な要因として、母語からの直訳的表現かど
うかを示す直訳性や読解・作文速度などを特
定していた。 
 
２．研究の目的 
  本研究の目的は、200 名規模の学習者話し
言葉（聴解・発話）コーパスを作成し、聴解
と発話を対象に、素材の難易度を文単位で推
定する技術（図 1）、学習者の未習得の語彙や
文法を検出する技術（図 2）の開発に取り組

むことにあった。 
  文難易度の推定技術では、文の特徴として
自然言語処理技術により抽出された言語的
複雑さと学習者により入力された学習者の
特徴から、難易度推定用知識に基づき難易度
推定部が文の難易度を自動的に推定する。未
習得要素の検出技術では、文の特徴と学習者
の特徴に加え、運用の特徴として聴解と発話
の正確さ、流暢さから、未習得要素検出用知
識に基づき未習得要素検出部が未習得の語
彙や文法を自動的に検出する。推定用知識、
検出用知識は学習者話し言葉コーパスから
作成する。 
 
３．研究の方法 
  本研究は、より実践的な英語学習の実現に
向けて英語学習支援用の教材の難易度を文
単位で推定する技術と学習者の未習得の語
彙や文法を検出する技術の研究開発を行っ
た。まず、推定・検出技術の開発に必要な学
習者話し言葉コーパス（試用版）を作成した。
次に、既存の推定・検出技術を用いて、評価
法の基本版を開発し、その有用性と学習者話
し言葉コーパス（試用版）を検証した。そし
て、音声など新たな要因にも基づき推定・検
出技術の発展版の開発に向け、大規模学習者
コーパスを開発した。 
 
４．研究成果 
  まず、学習者コーパスの仕様などを検討し、
聴覚資料の検討を行い、国際音声学会などに
より作成された英語の発音を網羅したテキ
ストを採用することとした。このテキストに
対して英語母語話者による読み上げ音声を
録音した音声資料を作成した。この音声・テ
キスト資料を通じて 50 名の英語学習者（大
学生）を対象に聴き取り、読み上げデータを
収集した。このデータに対して聞き取り・読
み上げ評価用のアノテーション情報として
編集距離情報を用いた。その他、学習者の習
熟度や主観的な判断による難易度といった
アノテーション情報も追加し、話し言葉学習
者コーパスの試用版（以下、試用版コーパス）
を開発した。学習者の誤用に対して決定木に
よる推定法の妥当性を確認した。 
  次に、この試用版コーパスを通じて、学習
者データ収集の効率化を課題として位置付
け、データ収集用のアプリケーション
（Android OS 版）を開発した。また、試用版
コーパスを用いて聴き取り・発音資料の難易
度推定法を開発し、一定度の信頼性と妥当性

 

                 図2：未習得要素の検出技術 
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     図1：文難易度の推定技術 
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を確認した。 
  そして、話し言葉学習者コーパスのアノテ
ーション情報として編集距離の有用性を確
認できたため、大規模な話し言葉学習者コー
パスの開発に取り組んだ。英語学習者 200 名
（大学生）がインターネットで配信されてい
るニュース記事を読み上げた際の発音デー
タを基に英語母語話者による転写データを
作成した。この転写データと実際のニュース
記事データから編集距離を算出するためで
ある。 
  今後の課題として、コーパスデータの拡張
が挙げられる。本研究では学習者の発音デー
タの転写を人手作業により行った。予備実験
として自動音声認識技術と人手作業の比較
を行い、学習者発音の場合、自動認識の精度
低下を確認した。一定度の精度を確保し、学
習者音声データに対して自動音声認識技術
を利用し、データの拡張性を高める必要があ
る。また、学習者や資料を多角化させること
で、より実践的な場面を想定し、コーパスデ
ータを収集し、そのデータに基づき開発され
た評価法の信頼性と妥当性を検証する必要
がある。 
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